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第
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回
〕
　
千せ
ん
だ
い
じ
ょ
う
あ
と

代
城
跡
　
そ
の
四
　
～
白
井
越
中
守
の
大
武
勇
伝
～

　
天
文
９
年
（
１
５
４
１
）
白
井

縫ぬ
い
の
す
け
か
た
た
ね

殿
助
賢
胤
（
越
え
ち
ゅ
う
の
か
み

中
守
）
が
佐
伯

郡
の
小お

が

た方
か
ら
海
田
に
向
う
途

中
、
佐
東
川
河
口
で
渡と

か
い
せ
ん

海
船
が
海

賊
船
に
襲
わ
れ
た
。
賢
胤
は
こ
の

海
賊
船
を
切
り
取
っ
て
戦
功
を
挙

げ
、
大
内
義よ

し
た
か隆
よ
り
の
感
状
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
天
文
15
年
以

降
に
も
草
津
城
下
で
海
賊
船
に
襲

わ
れ
た
の
を
切
り
取
り
、
翌
日
に

は
転
戦
し
た
佐
東
河
内
の
尾
長
で

賊
の
陣
を
焼
き
払
っ
て
戦
功
を
挙

げ
、
感
状
を
受
け
て
い
る
。
さ
ら

に
、
同
年
９
月
大
内
氏
が
伊い

よ予
に

進
軍
し
海
上
で
の
合
戦
に
戦
功
を

挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
感
状
を
受
け
て

い
る
。
広
島
湾
頭
の
奥
深
く
佐
東

川
河
口
は
大
内
水
軍
の
支
配
下
に

あ
っ
た
が
、
何
し
ろ
東
西
に
広
い

海
域
な
の
で
、
警
護
の
間
隙
を

縫
っ
て
敵
方
の
武
装
し
た
海
賊
船

が
ゲ
リ
ラ
的
に
侵
入
し
た
よ
う
だ
。

　
天
文
12
年
（
１
５
４
３
）
頃
、

厳
島
神
社
の
社
家
か
ら
白
井
警け

ご固

衆し
ゅ
う

が
警
固
料
を
取
り
立
て
る
の
で

伊
予
か
ら
の
参さ

ん
け
い
せ
ん

詣
船
が
渡
海
し
な

く
な
っ
た
と
大
内
氏
に
訴
え
が

あ
っ
た
。
こ
の
当
時
の
風
潮
は
、

伊
勢
参
宮
・
熊
野
詣も
う
で・
四
国
八
十

八
か
所
巡じ

ゅ
ん
れ
い
礼
な
ど
の
神
社
や
寺

の
参
詣
が
流
行
し
た
。
宮
島
は
厳

島
神
社
の
門
前
町
と
同
時
に
港
湾

都
市
と
し
て
繁
栄
し
、
秋
の
例
祭

の
荘
厳
な
法ほ

う
え会
に
は
遠
方
か
ら
も

多
く
の
参
詣
人
が
あ
っ
た
。
そ
こ

に
目
を
つ
け
た
警
固
衆
が
関
所
を

設
け
て
役え

き
せ
ん銭
を
取
っ
て
い
る
の
を

止
め
る
よ
う
に
と
大
内
氏
の
老
臣

の
陶す

え
た
か
ふ
さ

隆
房
（
後
の
晴は
る
か
た賢
）
ら
の
連

薯
で
、
白
井
孫
二
郎
・
白
井
備
後

守
・
白
井
縫
殿
助
の
三
人
宛あ

て
の

文
書
が
残
る
。
こ
れ
に
対
し
て

白
井
氏
三
人
の
連
薯
で
厳
島
社

家
の
野
坂
左さ

こ
ん
の
し
ょ
う
か
ん

近
将
監
宛
て
の
書

状
（『
厳
島
野
坂
文
書
』）
に
、
白

井
氏
は
近
年
厳
島
方
面
の
警
固
の

任
に
当
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
警

固
衆
と
し
て
伊
予
か
ら
の
渡
海
船

に
妨
げ
を
致
す
わ
け
が
な
い
。
全

く
存
知
な
い
こ
と
な
の
で
驚
い
て

い
る
と
弁
明
し
て
い
る
。
こ
の
書

状
で
分
か
る
よ
う
に
、
白
井
庶
家

の
越
中
守
は
仁
保
城
を
拠
点
と
し

広
島
湾
頭
か
ら
伊
予
方
面
ま
で
の

海
上
に
睨に

ら

み
を
き
か
せ
、
時
に
は

宮
島
周
辺
の
海
上
警
固
ま
で
任
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
の
白

井
氏
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
伊

予
の
忽く

つ

な那
中
島
、
大お
お
み
し
ま
か
ん
ざ
き

三
島
甘
崎
、

能の
し
ま島
、
因
島
や
出
雲
の
大
根
島
に

ま
で
大
内
氏
水
軍
と
し
て
参
戦
し

て
い
る
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田
　
禎
昭

大内義隆感状　（岩瀬文庫所蔵文書　天文９年）
（『安芸府中町史』第二巻より）

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

府中町環境センター(八幡四丁目1–1）　☎286ｰ3266
正しいごみ出しにご協力を環境センター

からのおしらせ

午前８時３０分までにごみステーションに出してください。

3/21
（金/祝）

有価物【金曜日収集地区】（新聞・雑誌、
ダンボール、衣類、ビン・缶・金属類）

普通ごみ【火・金曜日収集地区】

ごみの 特 別 収 集

※環境センターへの持ち込みは受け付けていません。

平成26年度 家庭ごみの正しい出し方の配布

次のごみは有価物の衣類ではありません

ごみは、ルールを守って出してください　今年度と同じＡ４サイズの「冊子」になっており、
３月中に各家庭に配布します。４月からの「地区別
収集日」「祝日の収集日」「ごみの出し方」などを掲
載しています。また、表紙にはご自分で『私のごみ
だし日』を記入できるようになっています。ごみ出
し日をよく確認のうえ、決められた日にごみステー
ションに出してください。

○�下着類、靴下、毛糸玉、軍手、ふきんは、「普通ごみ」です。
○�布団、座布団、シーツ、マットレス、毛布、まくら・
クッション・ぬいぐるみ（30㎝以下は普通ごみ）、カー
テンは、「大型ごみ」です。

※�再生利用ができる有価物の「衣類」の分別を間違えないよ
うにし、再商品化・再資源化にご協力ください。詳しくは、
冊子「ごみの出し方辞典（50音順）」でご確認ください。

○�ダンボールには、発泡スチロールを混ぜないでください。
○�電気毛布、電気カーペットは、普通のカーペット等に混
ざって切断処分vすると切断機がこわれるため、必ず単
品で出してください。


